
（5）大坪川ダム左岸 表土はぎ調査

2.2-1-209



（5）-1 ルートマップH

2.2-1-210



大坪川ダム左岸 表土はぎ調査 ルートマップH 写真位置図

2.2-1-211

大坪川ダム左岸 表土はぎ調査結果（ルートマップH）

凝灰角礫岩
礫径20ｃｍ以下
強風化
基質は赤色を呈す
ナイフで容易に削れる

凝灰角礫岩
基質が赤色を呈する

固結した白色物質を狭在する
N40E
境界は凹凸し
剥離面なし

脈状に粘土を挟む
N35W20N
境界は凹凸し
剥離面なし

凝灰角礫岩
基質が黄褐色を呈する

脈状に粘土を挟む
N45W
境界は凹凸し
剥離面なし

凝灰角礫岩
基質が黄褐色を呈する

凝灰角礫岩
礫をほとんど含まず
黄褐色の基質からなる
軟質

凝灰角礫岩
基質が赤色を呈する
礫量が減る

凝灰角礫岩
基質が赤味を帯びる

凝灰角礫岩
基質が赤色を呈する

脈状に粘土を挟む
N60W
境界は凹凸し
剥離面なし

凝灰角礫岩
基質が黄褐色を呈する

凝灰角礫岩
基質は黄褐色と赤色が
まだら状にみられる

割れ目
N30W80E
5mm程度の厚さで粘土を挟む
明確な剥離面はない

凝灰角礫岩
礫に一部硬質なものが
含まれる

凝灰角礫岩
基質が一部白色を呈する
軟質な礫となる

礫の外形に沿うように
粘土がみられる
N10E

凝灰角礫岩
基質が白色を呈する
礫が変質をこうむり
茶～黄褐色を呈する。
軟質

固結した白色物質を狭在する
N20E
境界は凹凸し
剥離面なし

凝灰角礫岩
基質が一部黄褐色を呈する

20m0

：別所岳安山岩類 凝灰角礫岩

凡 例

：節理

・ルートマップHにおける表土はぎ調査の結果，福浦断層に対応する断層は認められない。

・また，活断層研究会（1991）が示した活断層の推定位置にあたる谷地形の延長位置にも断層は認められない。

写真⑩

写真⑨

写真⑧

写真⑦

写真⑥

写真⑤

写真④

写真③

写真②

写真①

第1064回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-93 一部修正

(Ls)

（ルートマップH）

(ルートマップI)

位置図

活断層研究会（1991）が示した活断層
の推定位置にあたる谷地形

福浦断層
（東側）

福浦断層
（西側）



大坪川ダム左岸 表土はぎ調査 ルートマップH 写真①～④

2.2-1-212

←SW NE→

写真①

写真②

写真③

写真④

第1064回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-94 再掲



大坪川ダム左岸 表土はぎ調査 ルートマップH 写真⑤～⑧

2.2-1-213

←SW NE→

写真⑤

写真⑥

写真⑦

写真⑧

第1064回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-95 再掲



大坪川ダム左岸 表土はぎ調査 ルートマップH 写真⑨～⑩

2.2-1-214

←SW NE→

写真⑨

写真⑩

第1064回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-96 再掲



（5）-2 ルートマップI

2.2-1-215



断層（Ⅰ）
N73E/60NW
固結，
露頭上部にかけて
幅が小さくなる

10m0

大坪川左岸 表土はぎ調査結果（ルートマップI）

・ルートマップIにおける表土はぎ調査の結果，福浦断層南部の西側リニアメント・変動地形のほぼ延長位置に，福浦断層と走向傾斜が調和的な断層が認められた。

・なお，福浦断層の西側に分布する断層は固結しており，福浦断層と走向・傾斜が異なる。また，隣接孔（FD-6孔）に対応する破砕部は認められない。

福浦断層 N8E/60NW
幅1cm程度の未固結の粘土を挟在，
鏡肌が認められる，
条線，変位センスは不明

N61E/50NW
固結，
断層（Ⅰ）と断層（Ⅱ）は底盤で収
斂し，東側へ連続する
面は直線性に乏しく，湾曲する
断層破砕部内には流理状の構
造が認められる

割れ目
N3W/80NE
幅2～4cmの未固結粘土が
充填する

断層（Ⅱ）
N67W/66NE
固結，
割れ目沿いに幅10cm程度の赤紫色
を呈する変質帯が分布する，
露頭上部にかけて走向・傾斜が変化

安山岩（角礫質）
基質が黄褐～赤褐色を呈する，
流入粘土が多い

安山岩（角礫質）
軟質で白色から赤紫色を呈する

安山岩（角礫質）
基質が赤褐色を呈する

安山岩（角礫質）
基質が赤褐～赤紫色を呈する

赤色土壌
明瞭なトラ斑がみられる

安山岩（角礫質）
黄褐色の基質中に礫が散在する

大坪川ダム左岸 表土はぎ調査 ルートマップI 写真位置図

写真④
写真⑤

2.2-1-216

：節理

：断層

（図中の走向はいずれも真北）

第1064回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-98 一部修正

紫字：第1064回審査会合以降の追加箇所

位置図

(Ls)

（ルートマップH）

(ルートマップI)

100m0

福浦断層
（東側）福浦断層

（西側）

追加掘削範囲



大坪川ダム左岸 表土はぎ調査 ルートマップI 写真①～②

2.2-1-217

←S N→

写真①

写真②

←S N→

第1064回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-99 再掲



大坪川ダム左岸 表土はぎ調査 ルートマップI 写真③～④

2.2-1-218

←SW NE→

写真③

←W E→

写真④

第1064回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-100 再掲



大坪川ダム左岸 表土はぎ調査 ルートマップI 写真④’（追加掘削範囲）

2.2-1-219

←SW NE→

写真④’（上：加筆なし，下：構造等を加筆）

法面（西側）

法面（北側）

法面（東側）底盤

・ルートマップIにおいて，福浦断層の西側に分布する断層の分布を確認するために追加掘削を行った結果，法面（西側）に分布する断層（Ⅰ）と，法面（北側）に分布する
断層（Ⅱ）は，底盤で収斂し法面（東側）へ連続する。

赤線：破砕部

黄線：破砕部中の構造等



大坪川ダム左岸 表土はぎ調査 ルートマップI 写真⑤～⑥

2.2-1-220

←W E→

写真⑤

←SW NE→

写真⑥

第1064回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-101 再掲



大坪川ダム左岸 表土はぎ調査 ルートマップI 写真⑦～⑧

2.2-1-221

写真⑦

←SW NE→

写真⑧

←SW NE→

第1064回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-102 再掲



(Ls)

（ルートマップH）

(ルートマップI)

大坪川ダム左岸 表土はぎ調査 ルートマップI 福浦断層以外の断層の連続性確認

2.2-1-222

ルートマップI付近 調査位置図

隣接孔（FD-6孔）の想定延長位置（23.6m付近）に
対応する破砕部が認められない。

断面図

FD-6孔の想定延長位置
（深度23.6m付近）

N64°E/50～60°NW

ボーリングFD-6孔
傾斜角度45°，L=70m

50m0

N73E/60NW

N61E/50NW

ルートマップIで福浦断層の西側に
分布する断層

第1064回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-103 一部修正

：投影断面位置



余白



（6）福浦断層以外の破砕部の連続性確認

2.2-1-224



【福浦断層以外の破砕部性状一覧①】

○大坪川ダム左岸付近の福浦断層南部の分布を把握するためのボーリング調査において，福浦断層に対応しないと評価した破砕部の検討結果
について，以下に示す。

福浦断層以外の破砕部の連続性確認

2.2-1-225

・福浦断層と走向・傾斜が対応する破砕部は で示す。
・福浦断層と走向・傾斜が対応しない破砕部のうち，未固結な破砕部を伴うも
のについても，連続性の検討を行った。

OS-1

No.
確認深度
（ｍ）

標高
（ｍ）

走向・傾斜
（走向は真北）

破砕部の幅
（cm）

粘土状破砕
部の幅
（cm）

砂状・角礫状
破砕部の幅
（cm）

福浦断層に対応しないと判断した根拠

1 11.94～11.96 EL 43.25～43.23 測定区間外 2.0 － － 性状が福浦断層と異なる。

2 17.19～17.20 EL 39.53～39.53 N74W/20NE 1.9 － － 走向・傾斜，性状が福浦断層と異なる。

3 33.61～33.63 EL 27.92～27.91 N17E/61NW 2.1 0.1 － 隣接孔（OS-2孔 0.0～19.9m）に連続しない。

4 41.93～41.95 EL 22.04～22.03 N49W/9SW 1.9 － － 走向・傾斜，性状が福浦断層と異なる。

5 42.04～42.06 EL 21.96～21.95 N1W/21SW 3.6 － － 走向・傾斜，性状が福浦断層と異なる。

6 42.32～42.39 EL 21.77～21.72 N8W/13SW 7.3 － － 走向・傾斜，性状が福浦断層と異なる。

7 54.86～54.94 EL 12.90～12.84 N15E/61NW 6.4 － 1.1 隣接孔（OS-2孔 13.8～33.8m）に連続しない。

8 74.38～74.77 EL -0.90～-1.18 N71E/83SE 21 － 19
走向・傾斜が福浦断層と異なり，隣接孔（FD-
6孔 15.4～38.1m）に連続しない。

9 86.59～86.65 EL -9.54～-9.58 N18E/60NW 3.5 1.4 － 隣接孔（OS-2孔 46.0～66.4m）に連続しない。

10 87.88～87.92 EL -10.45～-10.48 N50W/80SW 3.0 － － 走向・傾斜，性状が福浦断層と異なる。

11 92.36～92.40 EL -13.62～-13.65 N1E/86NW 2.6 1.4 －
走向・傾斜が福浦断層と異なり，隣接孔（OS-
2孔 11.2～33.6m）に連続しない。

12 92.71～92.74 EL -13.87～-13.89 N4W/85SW 2.5 1.6 － 隣接孔（OS-2孔 9.3～32.3m）に連続しない。

OS-2

No.
確認深度
（ｍ）

標高
（ｍ）

走向・傾斜
（走向は真北）

破砕部の幅
（cm）

粘土状破砕
部の幅
（cm）

砂状・角礫状
破砕部の幅
（cm）

福浦断層に対応しないと判断した根拠

13 24.91～24.94 EL 38.30～38.27 N35E/30NW 1.8 － － 走向・傾斜，性状が福浦断層と異なる。

14 37.95～39.54 EL 29.08～27.95 N89E/74NW 68 －
3.2
2.8

走向・傾斜が福浦断層と異なり，隣接孔（FD-
6孔 32.5～32.8m）に連続しない。

15 80.71～80.77 EL -1.17～-1.21 N26W/40SW 6.4 － － 走向・傾斜，性状が福浦断層と異なる。

16 91.84～91.90 EL -9.03～-9.07 N6W/40SW 5.4 － － 走向・傾斜，性状が福浦断層と異なる。

17 97.63～97.66 EL -13.12～-13.15 N23W/35SW 3.6 － － 走向・傾斜，性状が福浦断層と異なる。

OS-3

No.
確認深度
（ｍ）

標高
（ｍ）

走向・傾斜
（走向は真北）

破砕部の幅
（cm）

粘土状破砕
部の幅
（cm）

砂状・角礫状
破砕部の幅
（cm）

福浦断層に対応しないと判断した根拠

18 35.64～35.68 EL31.98～31.95 N21W/71SW 3.4 － －
性状が福浦断層と異なり，隣接孔（OS-3’孔
3.3～11.2m）に連続しない。

OS-3’

No.
確認深度
（ｍ）

標高
（ｍ）

走向・傾斜
（走向は真北）

破砕部の幅
（cm）

粘土状破砕
部の幅
（cm）

砂状・角礫状
破砕部の幅
（cm）

福浦断層に対応しないと判断した根拠

19 29.87～30.13 EL36.05～35.86 N64W/83NE 15 － － 走向・傾斜，性状が福浦断層と異なる。

20 42.80～42.82 EL26.91～26.89 N9E/76NW 1.6 － －
性状が福浦断層と異なり，隣接孔（OS-4孔
0.5～11.0m）に連続しない。

OS-4

No.
確認深度
（ｍ）

標高
（ｍ）

走向・傾斜
（走向は真北）

破砕部の幅
（cm）

粘土状破砕
部の幅
（cm）

砂状・角礫状
破砕部の幅
（cm）

福浦断層に対応しないと判断した根拠

21 18.39～18.44 EL 42.44～42.40 N85E/57SE 4.0 － 4.0
走向・傾斜が福浦断層と異なり，大坪川ダム
基礎掘削面に連続しない。

22 18.70～18.79 EL 42.22～42.15 N73W/78SW 6.2 － 6.2
走向・傾斜が福浦断層と異なり，ルートマップ
Hに連続しない。

23 19.02～19.06 EL 41.99～41.96 N56W/80SW 4.0 － － 走向・傾斜，性状が福浦断層と異なる。

24 23.06～23.12 EL 39.13～39.09 N84W/13NE 5.8 － － 走向・傾斜，性状が福浦断層と異なる。

25 38.39～38.42 EL 28.29～28.27 N56E/42SE 2.5 － － 走向・傾斜，性状が福浦断層と異なる。

26 40.91～40.93 EL 26.51～26.50 N5W/48SW 3.0 － －
走向・傾斜，性状が福浦断層と異なり，隣接
孔（FD-6孔 31.7～33.4m）に連続しない。

27 43.78～43.79 EL 24.48～24.48 N42W/89SW 1.2 － － 走向・傾斜，性状が福浦断層と異なる。

28 44.40～44.41 EL 24.04～24.04 N36W/81NE 1.2 － － 走向・傾斜，性状が福浦断層と異なる。

29 44.64～44.73 EL 23.87～23.81 N27W/80NE 7.4 － － 走向・傾斜，性状が福浦断層と異なる。

30 45.02～45.05 EL 23.61～23.58 N85W/17SW 2.2 － － 走向・傾斜，性状が福浦断層と異なる。

31 45.57～45.92 EL 23.22～22.97 N85E/80NW 14 1.8 －
走向・傾斜が福浦断層と異なり，大坪川ダム
基礎掘削面に連続しない。

32 46.89～47.10 EL 22.28～22.14 N13E/85SE 9.3 － － 走向・傾斜，性状が福浦断層と異なる。

第1064回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-106 再掲



2.2-1-226

【福浦断層以外の破砕部性状一覧②】・福浦断層と走向・傾斜が対応する破砕部は で示す。
・福浦断層と走向・傾斜が対応しない破砕部のうち，
未固結な破砕部を伴うものについても，連続性の検討を行った。

OS-4

No.
確認深度
（ｍ）

標高
（ｍ）

走向・傾斜
（走向は真北）

破砕部の幅
（cm）

粘土状破砕
部の幅
（cm）

砂状・角礫状
破砕部の幅
（cm）

福浦断層に対応しないと判断した根拠

33 47.18～47.23 EL 22.08～22.04 N28E/66NW 3.2 － －
性状が福浦断層と異なり，隣接孔（OS-11孔
64.7～70.0m）に連続しない。

34 47.71～48.16 EL 21.70～21.39 N58W/81NE 26 － － 走向・傾斜，性状が福浦断層と異なる。

35 48.44～48.46 EL 21.19～21.17 N71W/16SW 1.2 1.2 －
走向・傾斜が福浦断層と異なり，隣接孔（OS-
2孔 63.7～100.0m）に連続しない。

36 48.82～48.88 EL 20.92～20.88 N49E/21NW 6.6 － 6.6
走向・傾斜が福浦断層と異なり，隣接孔（OS-
3’孔 34.1～57.9m）に連続しない。

37 49.41～49.48 EL 20.50～20.45 N60W/36SW 7.0 7.0 －
走向・傾斜が福浦断層と異なり，ルートマップ
Hに連続しない。

38 49.67～49.71 EL 20.32～20.29 N60W/85NE 4.0 － － 走向・傾斜，性状が福浦断層と異なる。

39 50.28～50.90 EL 19.89～19.45 N76W/77NE 33 3.4 －
走向・傾斜が福浦断層と異なり，ルートマップ
Hに連続しない。

40 52.21～52.25 EL 18.52～18.49 N33E/64SE 1.2 － 1.2
走向・傾斜が福浦断層と異なり，隣接孔（OS-
11孔 57.9～65.9m）に連続しない。

41 58.64～58.79 EL 13.98～13.87 N11E/17NW 16 － 16
走向・傾斜が福浦断層と異なり，ルートマップ
Hに連続しない。

42 60.89～61.12 EL 12.38～12.22 N36E/56NW 17 － 17
走向・傾斜が福浦断層と異なり，隣接孔（OS-
11孔 50.6～53.5m）に連続しない。

43 62.57～62.67 EL 11.20～11.13 N24W/73SW 10 － －
性状が福浦断層と異なり，隣接孔（FD-3孔
16.3～25.8m）に連続しない。

44 62.84～62.87 EL 11.01～10.98 N78W/42SW 2.6 － － 走向・傾斜，性状が福浦断層と異なる。

45 63.16～63.22 EL 10.78～10.74 N30W/87NE 3.8 － － 走向・傾斜，性状が福浦断層と異なる。

46 63.35～63.38 EL 10.64～10.62 N51E/49NW 3.4 － － 走向・傾斜，性状が福浦断層と異なる。

47 63.75～63.82 EL 10.36～10.31 N22W/40SW 4.0 － － 走向・傾斜，性状が福浦断層と異なる。

48 65.15～65.18 EL 9.37～9.35 N56E/37NW 2.2 － － 走向・傾斜，性状が福浦断層と異なる。

49 65.55～66.09 EL 9.09～8.71 N11W/85NE 30
0.4
10

－
走向・傾斜が福浦断層と異なり，隣接孔（F-
1’孔 67.8～70.3m）に連続しない。

50 66.31～66.35 EL 8.55～8.52 N32W/84NE 4.0 4.0 －
走向・傾斜が福浦断層と異なり，隣接孔（FD-
3孔 35.4～41.3m）に連続しない。

51 78.67～78.70 EL -0.19～-0.21 N86E/84NW 2.7 － － 走向・傾斜，性状が福浦断層と異なる。

52 84.39～85.05 EL -4.23～-4.70 N76E/69SE 44 －
2.6
9.0

走向・傾斜が福浦断層と異なり，大坪川ダム
基礎掘削面に連続しない。

53 85.17～85.35 EL -4.78～-4.83 N62E/77SE 12 － 12
走向・傾斜が福浦断層と異なり，隣接孔（OS-
5孔 23.1～33.6m，OS-6孔 29.2～37.3m）に
連続しない。

54 86.00～86.20 EL -5.37～-5.51 N71E/36SE 15 － － 走向・傾斜，性状が福浦断層と異なる。

55 86.70～86.79 EL -5.87～-5.93 N84E/76NW 5.2 1.9 －
走向・傾斜が福浦断層と異なり，大坪川ダム
基礎掘削面に連続しない。

OS-4

No.
確認深度
（ｍ）

標高
（ｍ）

走向・傾斜
（走向は真北）

破砕部の幅
（cm）

粘土状破砕
部の幅
（cm）

砂状・角礫状
破砕部の幅
（cm）

福浦断層に対応しないと判断した根拠

56 89.66～89.70 EL -7.96～-7.99 N65W/86NE 3.5 0.3 －
走向・傾斜が福浦断層と異なり，ルートマップ
Hに連続しない。

57 90.77～91.13 EL -8.74～-9.00 N75E/79NW 6.3 0.8 －
走向・傾斜が福浦断層と異なり，大坪川ダム
基礎掘削面に連続しない。

58 91.45～91.47 EL -9.22～-9.24 N10E/49NW 2.4 0.6 －
走向・傾斜が福浦断層と異なり，隣接孔（FD-
3孔 0.0～19.5m）に連続しない。

59 91.95～92.83 EL -9.58～-10.20 N48W/77SW 72 1.0 6.9
走向・傾斜が福浦断層と異なり，ルートマップ
Hに連続しない。

60 94.45～94.47 EL -11.35～-11.36 N86E/58SE 2.1 0.3 －
走向・傾斜が福浦断層と異なり，大坪川ダム
基礎掘削面に連続しない。

61 97.82～97.89 EL -13.73～-13.78 N24W/69NE 2.4 － 2.4
走向・傾斜が福浦断層と異なり，隣接孔（FD-
3孔 0.0～35.6m）に連続しない。

62 98.52～98.58 EL -14.22～-14.27 N80E/88NW 2.0 － － 走向・傾斜，性状が福浦断層と異なる。

63 99.49～99.55 EL -14.91～-14.95 N58E/72SE 5.4 － 5.4
走向・傾斜が福浦断層と異なり，大坪川ダム
基礎掘削面に連続しない。

64
100.46～
100.49

EL -15.60～-15.62 N84W/77SW 3.6 － － 走向・傾斜，性状が福浦断層と異なる。

65
100.81～
100.86

EL -15.84～-15.88 N74E/50SE 5.1 1.4 －
走向・傾斜が福浦断層と異なり，大坪川ダム
基礎掘削面に連続しない。

66
106.03～
106.08

EL -19.53～-19.57 N58E/77SE 1.4 － － 走向・傾斜，性状が福浦断層と異なる。

FD-8

No.
確認深度
（ｍ）

標高
（ｍ）

走向・傾斜
（走向は真北）

破砕部の幅
（cm）

粘土状破砕
部の幅
（cm）

砂状・角礫状
破砕部の幅
（cm）

福浦断層に対応しないと判断した根拠

67 48.88～48.96 EL 13.74～13.68 N22E/13SE 6.0 2.5 －
走向・傾斜が福浦断層と異なり，隣接孔（OS-
4孔 0～68.9m）に連続しない。

68 61.78～61.96 EL 4.61～4.49 N29E/22NW 12 1.5 －
走向・傾斜が福浦断層と異なり，ルートマップ
Fに連続しない。

FD-8’

No.
確認深度
（ｍ）

標高
（ｍ）

走向・傾斜
（走向は真北）

破砕部の幅
（cm）

粘土状破砕
部の幅
（cm）

砂状・角礫状
破砕部の幅
（cm）

福浦断層に対応しないと判断した根拠

破砕部は認められない

FD-9

No.
確認深度
（ｍ）

標高
（ｍ）

走向・傾斜
（走向は真北）

破砕部の幅
（cm）

粘土状破砕
部の幅
（cm）

砂状・角礫状
破砕部の幅
（cm）

福浦断層に対応しないと判断した根拠

69 19.44～19.52 EL 33.37～33.32 N89W/42SW 8.0 － － 走向・傾斜，性状が福浦断層と異なる。

70 24.63～24.82 EL 29.70～29.57 N42E/17SE 13 1.0 －
走向・傾斜が福浦断層と異なり，ルートマップ
Hに連続しない。
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2.2-1-227

【福浦断層以外の破砕部性状一覧③】・福浦断層と走向・傾斜が対応する破砕部は で示す。
・福浦断層と走向・傾斜が対応しない破砕部のうち，
未固結な破砕部を伴うものについても，連続性の検討を行った。

OS-11

No.
確認深度
（ｍ）

標高
（ｍ）

走向・傾斜
（走向は真北）

破砕部の幅
（cm）

粘土状破砕
部の幅
（cm）

砂状・角礫状
破砕部の幅
（cm）

福浦断層に対応しないと判断した根拠

71 13.59～13.63 EL 46.30～46.27 N30W/21SW 4.0 1.2 －
走向・傾斜が福浦断層と異なり，隣接孔（OS-
2孔 10.7～12.4m）に連続しない。

72 35.37～35.39 EL 30.90～30.89 N37E/58NW 2.6 0.6 －
走向・傾斜が福浦断層と異なり，隣接孔（OS-
3’孔 38.7～40.8m）に連続しない。

73 37.70～37.71 EL 29.25 N5W/72SW 1.1 － －
性状が福浦断層と異なり，隣接孔（OS-2孔
35.3～35.9m）に連続しない。

74 40.95～40.96 EL 26.95 N31W/18SW 1.2 1.2 －
走向・傾斜が福浦断層と異なり，隣接孔（OS-
2孔 32.5～38.1m）に連続しない。

75 59.77～59.83 EL 13.65～13.60 N75E/77SE 5.0 － － 走向・傾斜，性状が福浦断層と異なる。

76 60.77 EL 12.94 N12W/81SW 1.4 － 1.4 隣接孔（OS-2孔 46.1～50.0m）に連続しない。

77 61.44～61.54 EL 12.47～12.39 N64E/78SE 4.0 － － 走向・傾斜，性状が福浦断層と異なる。

78 61.80～61.81 EL 12.21～12.20 N80E/74NW 1.4 － － 走向・傾斜，性状が福浦断層と異なる。

79 65.14～65.55 EL 9.85～9.56 N82E/83SE 31 － 0.5
走向・傾斜が福浦断層と異なり，ルートマップI
に連続しない。

FD-1

No.
確認深度
（ｍ）

標高
（ｍ）

走向・傾斜
（走向は真北）

破砕部の幅
（cm）

粘土状破砕
部の幅
（cm）

砂状・角礫状
破砕部の幅
（cm）

福浦断層に対応しないと判断した根拠

破砕部は認められない

FD-5

No.
確認深度
（ｍ）

標高
（ｍ）

走向・傾斜
（走向は真北）

破砕部の幅
（cm）

粘土状破砕
部の幅
（cm）

砂状・角礫状
破砕部の幅
（cm）

福浦断層に対応しないと判断した根拠

81 37.50～37.61 EL 10.66～10.59 N44E/68NW 7.0 － － 走向・傾斜，性状が福浦断層と異なる。

FD-6

No.
確認深度
（ｍ）

標高
（ｍ）

走向・傾斜
（走向は真北）

破砕部の幅
（cm）

粘土状破砕
部の幅
（cm）

砂状・角礫状
破砕部の幅
（cm）

福浦断層に対応しないと判断した根拠

80 44.92～45.00 EL 21.20～21.14 N11W/19SW 7.5 － 7.5
走向・傾斜が福浦断層と異なり，隣接孔（F-
1’孔 44.7～45.3m）に連続しない。

FD-7

No.
確認深度
（ｍ）

標高
（ｍ）

走向・傾斜
（走向は真北）

破砕部の幅
（cm）

粘土状破砕
部の幅
（cm）

砂状・角礫状
破砕部の幅
（cm）

福浦断層に対応しないと判断した根拠

82 21.40～21.56 EL 23.90～23.78 N52E/64NW 15 － － 走向・傾斜，性状が福浦断層と異なる。

83 38.22～38.24 EL 12.00～11.99 N83E/29NW 3.0 － － 走向・傾斜，性状が福浦断層と異なる。

84 41.02～41.39 EL 10.02～9.76 N50E/77NW 30 － － 走向・傾斜，性状が福浦断層と異なる。

FD-2

No.
確認深度
（ｍ）

標高
（ｍ）

走向・傾斜
（走向は真北）

破砕部の幅
（cm）

粘土状破砕
部の幅
（cm）

砂状・角礫状
破砕部の幅
（cm）

福浦断層に対応しないと判断した根拠

破砕部は認められない

FD-3

No.
確認深度
（ｍ）

標高
（ｍ）

走向・傾斜
（走向は真北）

破砕部の幅
（cm）

粘土状破砕
部の幅
（cm）

砂状・角礫状
破砕部の幅
（cm）

福浦断層に対応しないと判断した根拠

破砕部は認められない

FD-4

No.
確認深度
（ｍ）

標高
（ｍ）

走向・傾斜
（走向は真北）

破砕部の幅
（cm）

粘土状破砕
部の幅
（cm）

砂状・角礫状
破砕部の幅
（cm）

福浦断層に対応しないと判断した根拠

破砕部は認められない

OS-9

No.
確認深度
（ｍ）

標高
（ｍ）

走向・傾斜
（走向は真北）

破砕部の幅
（cm）

粘土状破砕
部の幅
（cm）

砂状・角礫状
破砕部の幅
（cm）

福浦断層に対応しないと判断した根拠

85 19.12～19.14 EL 42.03～42.02 N17W/82SW 1.4 － －
性状が福浦断層と異なり，隣接孔（OS-4孔：
1.4～6.0m，OS-3’孔：51.9～60.0m）に連続し
ない。

86 20.73～20.93 EL 40.89～40.75 N29W/79SW 15 2.0 －
隣接孔（OS-4孔：6.5～10.1m，OS-3’孔：54.4
～60.0m）に連続しない。

87 53.38～53.40 EL 17.80～17.79 N75E/48SE 1.5 － － 走向・傾斜，性状が福浦断層と異なる。

88 54.38～54.40 EL 17.10～17.08 N46W/80SW 1.5 0.7 －
走向・傾斜が福浦断層と異なり，隣接孔（OS-
4孔 31.5～37.4m）に連続しない。

89 55.42～55.50 EL 16.36～16.31 N30E/74SE 6.1
0.2
0.5

－
走向・傾斜が福浦断層と異なり，隣接孔（OS-
1孔）の想定延長範囲（56.3～100.0m）に対応
する破砕部が認められない。

90 61.51～61.53 EL 12.06～12.04 N19W/88SW 1.1 1.1 －
走向・傾斜が福浦断層と異なり，隣接孔（OS-
4孔）の想定延長範囲（1.4～18.6m）に対応す
る破砕部が認められない。

91 68.25～68.33 EL 7.29～7.23 N19E/16NW 5.7 － － 走向・傾斜，性状が福浦断層と異なる。

92 70.66～70.72 EL 5.59～5.54 N71E/57SE 5.4 － 5.4
走向・傾斜が福浦断層と異なり，大坪川ダム
基礎掘削面に連続しない。

93 71.04～71.06 EL 5.32～5.30 N53E/47SE 2.5 0.5 －
走向・傾斜が福浦断層と異なり，大坪川ダム
基礎掘削面に連続しない。

94 79.63～79.67 EL -0.76～-0.79 N62E/71SE 4.0 0.7 －
走向・傾斜が福浦断層と異なり，大坪川ダム
基礎掘削面に連続しない。
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ボーリングOS-2孔
傾斜角度45°，L=100m

（投影）

ボーリングOS-1孔
傾斜角度45°，L=100m

【福浦断層以外の破砕部の連続性確認（OS-1孔） （1/4）】

コア写真

33.5 33.6 33.7 33.8

深度（ｍ）

破砕部

BHTV画像（左：加筆あり，右：加筆なし）

深度（ｍ）

33.5 33.6 33.7 33.8

深度（ｍ）

N17°E/61°NW

BHTV画像（左：加筆あり，右：加筆なし）

深度（ｍ）

54.7 54.8 54.9 55.0

深度（ｍ）

N15°E/61°NW

破砕部No.3（OS-1孔） 破砕部No.7（OS-1孔）

コア写真

54.7 54.8 54.9 55.0

深度（ｍ）

破砕部

54.7 54.8 54.9 55.0

断面図

・厚さ0.1ｃｍの粘土
状破砕部及び厚さ
1.5～2.0ｃｍの固結
した破砕部

・厚さ0.2～1.1ｃｍの
砂状破砕部及び厚
さ5.4～6.2ｃｍの固
結した破砕部

33.5 33.6 33.7 33.8

断面図

隣接孔（OS-2孔）の想
定延長範囲（13.8～
33.8m）に対応する破砕
部が認められない。

N17°E/61°NW

破砕部No.3
隣接孔（OS-2孔）の想
定延長範囲（0.0～
19.9m）に対応する破砕
部が認められない。

OS-2孔の想定延長位置
（深度8.5m付近）

ボーリングOS-2孔
傾斜角度45°，L=100m

（投影）

ボーリングOS-1孔
傾斜角度45°，L=100m

N15°E/61°NW

破砕部No.7

OS-2孔の想定延長位置
（深度23.3m付近）

←SW NE→ ←SW NE→

2.2-1-228

19.9m
13.8m

33.8m
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【福浦断層以外の破砕部の連続性確認（OS-1孔） （2/4）】

コア写真

74.3 74.4 74.5 74.6

深度（ｍ）

破砕部

BHTV画像（左：加筆あり，右：加筆なし）

74.6 74.7 74.8 74.9

深度（ｍ）

N71°E/83°SE

破砕部No.8（OS-1孔）

・厚さ16～19ｃｍの砂状破砕
部及び厚さ3.4～3.8ｃｍの
固結した破砕部

走向・傾斜が福浦断層と異なり，隣接孔（FD-6
孔）の想定延長範囲（15.4～38.1m）に対応する破
砕部が認められない。

74.7 74.8 75.074.2

75.0

74.9

74.6 74.7 74.8 74.9

深度（ｍ）

75.0

断面図

FD-6孔の想定延長位置
（深度29.7m付近）

N71°E/83°SE

破砕部No.8（投影）

ボーリングFD-6孔
傾斜角度45°，L=70m

2.2-1-229

15.4m

38.1m
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【福浦断層以外の破砕部の連続性確認（OS-1孔） （3/4）】

コア写真

86.4 86.5 86.6 86.7

深度（ｍ）

破砕部

深度（ｍ）

86.4 86.5 86.6 86.7

深度（ｍ）

N18°E/60°NW

破砕部No.9（OS-1孔）

・厚さ0.9～1.4ｃｍの
粘土状破砕部及び
厚さ1.9～2.5ｃｍの
固結した破砕部

86.4 86.5 86.6 86.7

断面図

隣接孔（OS-2孔）の想定
延長範囲（46.0～66.4m）
に対応する破砕部が認め
られない。

ボーリングOS-2孔
傾斜角度45°，L=100m

（投影）

ボーリングOS-1孔
傾斜角度45°，L=100m

BHTV画像（左：加筆あり，右：加筆なし）

N18°E/60°NW
破砕部No.9

OS-2孔の想定延長位置
（深度55.5m付近）

←SW NE→

2.2-1-230

46.0m

66.4m

第1064回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-111 再掲



【福浦断層以外の破砕部の連続性確認（OS-1孔） （4/4）】

コア写真

92.3 92.4 92.5 92.6

深度（ｍ）

破砕部
深度（ｍ）

92.3 92.4 92.5 92.6

深度（ｍ）

N1°E/86°NW

BHTV画像（左：加筆あり，右：加筆なし）

深度（ｍ）

92.6 92.7 92.8 92.9

深度（ｍ）

N4°W/85°SW

破砕部No.11（OS-1孔） 破砕部No.12（OS-1孔）

コア写真

92.6 92.7 92.8 92.9

深度（ｍ）

破砕部

92.6 92.7 92.8 92.9

・厚さ0.7～1.4ｃｍの
粘土状破砕部及び
厚さ0.8～1.8ｃｍの
固結した破砕部

・厚さ0.9～1.6ｃｍの
粘土状破砕部及び
厚さ0.0～0.9ｃｍの
固結した破砕部

92.3 92.4 92.5 92.6

隣接孔（OS-2孔）の想
定延長範囲（9.3～
32.3m）に対応する破砕
部が認められない。

ボーリングOS-2孔
傾斜角度45°，L=100m

（投影）

ボーリングOS-1孔
傾斜角度45°，L=100m

断面図

N4°W/85°SW
破砕部No.12

OS-2孔の想定延長位置
（深度21.8m付近）

走向・傾斜が福浦断層
と異なり，隣接孔（OS-
2孔）の想定延長範囲
（11.2～33.6m）に対応
する破砕部が認められ
ない。

ボーリングOS-2孔
傾斜角度45°，L=100m

（投影）

ボーリングOS-1孔
傾斜角度45°，L=100m

断面図

N1°E/86°NW
破砕部No.11

OS-2孔の想定延長位置
（深度23.3m付近）

BHTV画像（左：加筆あり，右：加筆なし）
←SW NE→←SW NE→

2.2-1-231

11.2m

33.6m

9.3m

32.3m

第1064回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-112 再掲



【福浦断層以外の破砕部の連続性確認（OS-2孔） （1/1）】

コア写真

38.0 38.1 38.2 38.3

深度（ｍ）

破砕部

BHTV画像（上：加筆あり，下：加筆なし）
N89°E/74°NW

破砕部No.14（OS-2孔）

・厚さ1.8～3.2ｃｍの灰白色の角礫状破砕
部，厚さ2.0～2.8cmの暗灰黄色の角礫状
破砕部及び厚さ63ｃｍの固結した破砕部

走向・傾斜が福浦断層と異なり，隣接孔（FD-6
孔）の想定延長範囲（32.5～32.8m）に対応する破
砕部が認められない。

38.4 38.5 38.637.9

37.7 37.8 37.9 38.0

深度（ｍ）

38.1 38.2

深度（ｍ）

38.8

38.7 38.8

38.9 39.0 39.1 39.2 39.3 39.4 39.5 39.6 39.7

37.7 37.8 37.9 38.0

深度（ｍ）

38.1 38.2

断面図

FD-6孔の想定延長位置
（深度32.7m付近）

N89°E/74°NW

破砕部No.14（投影）

ボーリングFD-6孔
傾斜角度45°，L=70m

2.2-1-232

37.8

32.5m 32.8m

第1064回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-113 再掲



福浦断層と性状が異なり（固結
した破砕部のみからなる），隣
接孔（OS-4孔）の想定延長範囲
（0.5～11.0m）に対応する破砕部
が認められない。

ボーリングOS-3’孔
傾斜角度45°，L=62m

ボーリングOS-3孔
傾斜角度45°，L=39m

（投影）

断面図

ボーリングOS-4孔
傾斜角度45°，L=110m

（投影）

ボーリングOS-2孔
傾斜角度45°，L=100m

（投影）

【福浦断層以外の破砕部の連続性確認（OS-3孔，OS-3’孔） （1/1）】

コア写真

35.5 35.6 35.7 35.8

深度（ｍ）

破砕部
深度（ｍ）

35.5 35.6 35.7 35.8

深度（ｍ）

N21°W/71°SW

BHTV画像（左：加筆あり，右：加筆なし）

深度（ｍ）

42.7 42.8 42.9 43.0

深度（ｍ）

N9°E/76°NW

破砕部No.18（OS-3孔） 破砕部No.20（OS-3’孔）

コア写真

42.7 42.8 42.9 43.0

深度（ｍ）

破砕部

42.7 42.8 42.9 43.0

・厚さ3.0～3.4ｃｍの
固結した破砕部

・厚さ0.8～1.6ｃｍの
固結した破砕部

35.5 35.6 35.7 35.8

福浦断層と性状が異なり（固
結した破砕部のみからなる），
隣接孔（OS-3’孔）の想定延
長範囲（3.3～11.2m）に対応
する破砕部が認められない。

ボーリングOS-3’孔
傾斜角度45°，L=62m

（投影）

ボーリングOS-3孔
傾斜角度45°，L=39m

断面図

OS-3’孔の想定延長位置
（深度7.6m付近）

BHTV画像（左：加筆あり，右：加筆なし）

ボーリングOS-4孔
傾斜角度45°，L=110m

（投影）

N21°W/71°SW
破砕部No.18

ボーリングOS-2孔
傾斜角度45°，L=100m

（投影）

OS-4孔の想定延長位置
（深度5.9m付近）

N9°E/76°NW

破砕部No.20

←SW NE→←SW NE→

2.2-1-233

3.3m

11.2m

0.5m

11.0m

第1064回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-114 再掲



【福浦断層以外の破砕部の連続性確認（OS-4孔） （1/24）】

コア写真

18.2 18.3 18.4 18.5

深度（ｍ）

破砕部
深度（ｍ）

18.2 18.3 18.4 18.5

深度（ｍ）

N85°E/57°SE

破砕部No.21（OS-4孔）

走向・傾斜が福浦断層と異なり，大坪川ダム
基礎掘削面の想定延長位置に対応する破
砕部が認められない。

BHTV画像（左：加筆あり，右：加筆なし）

18.2 18.3 18.4 18.5
N85°E/57°SE

破砕部No.21想定延長位置

大坪川ダム基礎掘削面スケッチ

・厚さ3.4～4.0ｃｍの
角礫状破砕部

2.2-1-234

第1064回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-115 再掲



【福浦断層以外の破砕部の連続性確認（OS-4孔） （2/24）】

コア写真

18.6 18.7 18.8 18.9

深度（ｍ）

破砕部
深度（ｍ）

18.6 18.7 18.8 18.9

深度（ｍ）

N73°W/78°SW

破砕部No.22（OS-4孔）

走向・傾斜が福浦断層と異なり，ルート
マップHの想定延長位置に対応する破砕
部が認められない。

BHTV画像（左：加筆あり，右：加筆なし）

18.6 18.7 18.8 18.9

N73°W/78°SW

破砕部No.22想定延長位置

・厚さ5.0～6.2ｃｍの
角礫状破砕部

2.2-1-235

第1064回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-116 一部修正



【福浦断層以外の破砕部の連続性確認（OS-4孔） （3/24）】

走向・傾斜が福浦断層と異なり，隣接孔（FD-6
孔）の想定延長範囲（31.7～33.4m）に対応する破
砕部が認められない。

断面図

ボーリングFD-6孔
傾斜角度45°，L=70m

2.2-1-236

コア写真

40.7 40.8 40.9 41.0

深度（ｍ）

破砕部
深度（ｍ）

40.7 40.8 40.9 41.0

深度（ｍ）

N5°W/48°SW

破砕部No.26（OS-4孔）

BHTV画像（左：加筆あり，右：加筆なし）

40.7 40.8 40.9 41.0

・厚さ1.7～3.0ｃｍの
固結した破砕部

FD-6孔の想定延長位置
（深度32.6m付近）

N5°W/48°SW

破砕部No.26（投影）

31.7m 33.4m

第1064回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-117 再掲



【福浦断層以外の破砕部の連続性確認（OS-4孔） （4/24）】

コア写真

45.5 45.6 45.7 45.8

深度（ｍ）

破砕部

45.7 45.8 45.9 46.0

深度（ｍ）

N85°E/80°NW

破砕部No.31（OS-4孔）

・厚さ1.3～1.8ｃｍの粘土状破砕部及
び厚さ7.9～13ｃｍの固結した破砕部

走向・傾斜が福浦断層と異なり，大坪川ダム
基礎掘削面の想定延長位置に対応する破
砕部が認められない。

BHTV画像（上：加筆あり，下：加筆なし）

N85°E/80°NW

破砕部No.31想定延長位置

45.9 46.0

大坪川ダム基礎掘削面スケッチ

46.1

46.1

45.8 45.9 46.0

深度（ｍ）

2.2-1-237

第1064回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-118 再掲



【福浦断層以外の破砕部の連続性確認（OS-4孔） （5/24）】

コア写真

47.0 47.1 47.2 47.3

深度（ｍ）

破砕部
深度（ｍ）

47.0 47.1 47.2 47.3

深度（ｍ）

N28°E/66°NW

破砕部No.33（OS-4孔）

・厚さ2.4～3.2ｃｍの
固結した破砕部

福浦断層と性状が異なり（固結し
た破砕部のみからなる），隣接孔
（OS-11孔）の想定延長範囲（64.7
～70.0m）に対応する破砕部が認
められない。

断面図

BHTV画像（左：加筆あり，右：加筆なし）

47.0 47.1 47.2 47.3

OS-11孔の想定延長位置
（深度67.3m付近）

N28°E/66°NW

破砕部No.33（投影）

ボーリングOS-11孔
傾斜角度45°，L=70m

2.2-1-238

64.7m

第1064回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-119 再掲



【福浦断層以外の破砕部の連続性確認（OS-4孔） （6/24）】

コア写真

48.3 48.4 48.5 48.6

深度（ｍ）

破砕部
深度（ｍ）

48.3 48.4 48.5 48.6

深度（ｍ）

N71°W/16°SW

深度（ｍ）

48.7 48.8 48.9 49.0

深度（ｍ）

N49°E/21°NW

破砕部No.35（OS-4孔） 破砕部No.36（OS-4孔）

コア写真

48.7 48.8 48.9 49.0

深度（ｍ）

破砕部

48.7 48.8 48.9 49.0

・厚さ0.7～1.2ｃｍの
粘土状破砕部

48.3 48.4 48.5 48.6

破砕部No.35は，走向・傾斜が福浦断
層と異なり，隣接孔（OS-2孔）の想定
延長範囲（63.7～100.0m）に対応する
破砕部が認められない。

ボーリングOS-3孔
傾斜角度45°，L=39m

（投影）

断面図

BHTV画像（左：加筆あり，右：加筆なし）

ボーリングOS-4孔
傾斜角度45°，L=110m

ボーリングOS-2孔
傾斜角度45°，L=100m

（投影）

・厚さ3.7～6.6ｃｍの
角礫状破砕部

ボーリングOS-3’孔
傾斜角度45°，L=62m

（投影）
OS-2孔の想定延長位置
（深度89.6m付近）

N71°W/16°SW
破砕部No.35

OS-3’孔の想定延長位置
（深度48.4m付近）

N49°E/21°NW
破砕部No.36

破砕部No.36は，走向・傾斜が福浦断
層と異なり，隣接孔（OS-3’孔）の想定
延長範囲（34.1～57.9m）に対応する破
砕部が認められない。

←SW NE→

BHTV画像（左：加筆あり，右：加筆なし）

2.2-1-239

34.1m

57.9m

63.7m

第1064回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-120 再掲



【福浦断層以外の破砕部の連続性確認（OS-4孔） （7/24）】

コア写真

49.3 49.4 49.5 49.6

深度（ｍ）

破砕部
深度（ｍ）

49.3 49.4 49.5 49.6

深度（ｍ）

N60°W/36°SW

破砕部No.37（OS-4孔）

・厚さ5.6～7.0ｃｍの
粘土状破砕部

走向・傾斜が福浦断層と異なり，ルート
マップHの想定延長位置に対応する破砕
部が認められない。

BHTV画像（左：加筆あり，右：加筆なし）

49.3 49.4 49.5 49.6

N60°W/36°SW
破砕部No.37想定延長位置

2.2-1-240

第1064回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-121 一部修正



【福浦断層以外の破砕部の連続性確認（OS-4孔） （8/24）】

コア写真

50.2 50.3 50.4 50.5

深度（ｍ）

破砕部
深度（ｍ）

50.1 50.2 50.3 50.4

深度（ｍ）

N76°W/77°NE

破砕部No.39（OS-4孔）

・厚さ2.2～3.4ｃｍの
粘土状破砕部及び
厚さ27～30ｃｍの
固結した破砕部

走向・傾斜が福浦断層と異なり，ルート
マップHの想定延長位置に対応する破砕
部が認められない。

BHTV画像（左：加筆あり，右：加筆なし）

N76°W/77°NE
破砕部No.39想定延長位置

50.6 50.7 50.8 50.9 51.0

50.1 50.2 50.3 50.4

50.1

2.2-1-241

第1064回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-122 一部修正



【福浦断層以外の破砕部の連続性確認（OS-4孔） （9/24）】

コア写真

52.1 52.2 52.3 52.4

深度（ｍ）

破砕部

51.9 52.0 52.1 52.2

深度（ｍ）

N33°E/64°SE

破砕部No.40（OS-4孔）

・厚さ0.2～1.2ｃｍの
角礫状破砕部

走向・傾斜が福浦断層と異なり，隣
接孔（OS-11孔）の想定延長範囲
（57.9～65.9m）に対応する破砕部が
認められない。

断面図

BHTV画像（上：加筆あり，下：加筆なし）

ボーリングOS-11孔
傾斜角度45°，L=70m

52.0 52.5

OS-11孔の想定延長位置
（深度59.8m付近）

N33°E/64°SE

破砕部No.40（投影）

52.651.9

52.3 52.4 52.5 52.6 52.7

51.9 52.0 52.1 52.2

深度（ｍ）

52.3 52.4 52.5 52.6 52.7

2.2-1-242

57.9m

65.9m

第1064回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-123 再掲



【福浦断層以外の破砕部の連続性確認（OS-4孔） （10/24）】

コア写真

58.6 58.7 58.8 58.9

深度（ｍ）

破砕部
深度（ｍ）

58.6 58.7 58.8 58.9

深度（ｍ）

N11°E/17°NW

破砕部No.41（OS-4孔）

・厚さ10～16ｃｍの
砂状破砕部

走向・傾斜が福浦断層と異なり，ルート
マップHの想定延長位置に対応する破砕
部が認められない。

BHTV画像（左：加筆あり，右：加筆なし）

58.6 58.7 58.8 58.9

N11°E/17°NW

破砕部No.41想定延長位置

2.2-1-243

第1064回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-124 一部修正



【福浦断層以外の破砕部の連続性確認（OS-4孔） （11/24）】

コア写真

60.8 60.9 61.0 61.1

深度（ｍ）

破砕部
深度（ｍ）

60.8 60.9 61.0 61.1

深度（ｍ）

N36°E/56°NW

破砕部No.42（OS-4孔）

・厚さ13～17ｃｍの
角礫状破砕部

走向・傾斜が福浦断層と異なり，
隣接孔（OS-11孔）の想定延長
範囲（50.6～53.5m）に対応する
破砕部が認められない。

断面図

BHTV画像（左：加筆あり，右：加筆なし）

60.8 60.9 61.0 61.1

ボーリングOS-11孔
傾斜角度45°，L=70m

コア写真

62.5 62.6 62.7 62.8

深度（ｍ）

破砕部
深度（ｍ）

62.5 62.6 62.7 62.8

深度（ｍ）

N24°W/73°SW

破砕部No.43（OS-4孔）

・厚さ5.4～10ｃｍの
固結した破砕部

福浦断層と性状が異なり（固
結した破砕部のみからなる），
隣接孔（FD-3孔）の想定延長
範囲（16.3～25.8m）に対応す
る破砕部が認められない。

BHTV画像（左：加筆あり，右：加筆なし）

62.5 62.6 62.7 62.8

61.2

OS-11孔の想定延長位置
（深度52.1m付近）

N36°E/56°NW

破砕部No.42（投影）

2.2-1-244断面図

ボーリングFD-3孔
傾斜角度45°，L=50m FD-3孔の想定延長位置

（深度21.5m付近）

N24°W/73°SW

破砕部No.43（投影）50.6m
53.5m

16.3m

25.8m

第1064回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-125 再掲



【福浦断層以外の破砕部の連続性確認（OS-4孔） （12/24）】

コア写真

65.5 65.6 65.7 65.8

深度（ｍ）

破砕部
深度（ｍ）

65.9 66.0 66.1 66.2

深度（ｍ）

破砕部No.49（OS-4孔）

・厚さ0.1～0.4ｃｍの暗灰色の粘土状破砕部
及び厚さ6.5～10ｃｍの暗灰から黒色の粘土
状破砕部及び厚さ14～23ｃｍの固結した破
砕部

走向・傾斜が福浦断層と異なり，
隣接孔（F-1’孔）の想定延長
範囲（67.8～70.3m）に対応する
破砕部が認められない。

断面図

BHTV画像（左：加筆あり，右：加筆なし）

65.9 66.0 66.1 66.2

ボーリングF-1’孔
傾斜角度45°，L=71m

65.9

N11°W/85°NE

66.0 66.1 66.2

F-1’孔の想定延長位置
（深度68.8m付近）

N11°W/85°NE

破砕部No.49（投影）

2.2-1-245

67.8m70.3m

第1064回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-126 再掲



【福浦断層以外の破砕部の連続性確認（OS-4孔） （13/24）】

走向・傾斜が福浦断層と異なり，
隣接孔（FD-3孔）の想定延長範
囲（35.4～41.3m）に対応する破
砕部が認められない。

断面図

BHTV画像（左：加筆あり，右：加筆なし）

ボーリングFD-3孔
傾斜角度45°，L=50m

N32°W/84°NE

FD-3孔の想定延長位置
（深度38.8m付近）

N32°W/84°NE

破砕部No.50（投影）

コア写真

66.3 66.4 66.5

深度（ｍ）

破砕部
深度（ｍ）

66.2 66.3 66.4 66.5

深度（ｍ）

破砕部No.50（OS-4孔）

・厚さ2.4～4.0ｃｍの
粘土状破砕部

66.2 66.3 66.4 66.5

66.2

2.2-1-246

35.4m

41.3m

第1064回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-127 再掲



【福浦断層以外の破砕部の連続性確認（OS-4孔） （14/24）】

コア写真

84.3 84.4 84.5 84.6

深度（ｍ）

破砕部
深度（ｍ）

84.7 84.8 84.9 85.0

深度（ｍ）

N76°E/69°SE

破砕部No.52（OS-4孔）

・厚さ1.8～2.6ｃｍの暗灰色の角礫状破砕部及び
厚さ9.0ｃｍの暗灰～黒色の角礫状破砕部及び
26～28ｃｍの固結した破砕部

走向・傾斜が福浦断層と異なり，大坪川ダム
基礎掘削面の想定延長位置に対応する破
砕部が認められない。

BHTV画像（左：加筆あり，右：加筆なし）

84.7 84.8 84.9 85.0

N76°E/69°SE

破砕部No.52想定延長位置

84.7 84.8

大坪川ダム基礎掘削面スケッチ

84.9 85.0 85.1 85.2

2.2-1-247

第1064回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-128 再掲



【福浦断層以外の破砕部の連続性確認（OS-4孔） （15/24）】

コア写真

85.1 85.2 85.3 85.4

深度（ｍ）

破砕部

84.9 85.0 85.1 85.2

深度（ｍ）

N62°E/77°SE

破砕部No.53（OS-4孔）

・厚さ3.4～12ｃｍの
砂状破砕部

BHTV画像（上：加筆あり，下：加筆なし）

85.3 85.4

85.5 85.6

2.2-1-248

84.9 85.0 85.1 85.2

深度（ｍ）

85.3 85.4

走向・傾斜が福浦断層と異なり，
隣接孔（OS-6孔，OS-5孔）の想
定延長範囲（29.2～37.3m，23.1
～33.6m）に対応する破砕部が
認められない。

断面図

ボーリングOS-5孔
傾斜角度70°，L=50m

N62°E/77°SE

破砕部No.53（投影）

ボーリングOS-6孔
傾斜角度75°，L=60m

OS-6孔の想定延長位置
（深度34.6m付近）

OS-5孔の想定延長位置
（深度29.7m付近）

29.2m

37.3m

23.1m

33.6m

第1064回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-129 再掲



【福浦断層以外の破砕部の連続性確認（OS-4孔） （16/24）】

コア写真

86.6 86.7 86.8 86.9

深度（ｍ）

破砕部

86.6 86.7 86.8 86.9

深度（ｍ）

N84°E/76°NW

破砕部No.55（OS-4孔）

・厚さ0.2～1.9ｃｍの粘土状破砕部及び
厚さ3.3～4.4ｃｍの固結した破砕部

走向・傾斜が福浦断層と異なり，大坪川ダム
基礎掘削面の想定延長位置に対応する破
砕部が認められない。

BHTV画像（上：加筆あり，下：加筆なし）

N84°E/76°NW
破砕部No.55想定延長位置

大坪川ダム基礎掘削面スケッチ

87.0 87.1

87.0 87.1

86.6 86.7 86.8 86.9

深度（ｍ）

87.0 87.1

2.2-1-249

第1064回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-130 再掲



【福浦断層以外の破砕部の連続性確認（OS-4孔） （17/24）】

コア写真

89.5 89.6 89.7 89.8

深度（ｍ）

破砕部

深度（ｍ）

89.5 89.6 89.7 89.8

深度（ｍ）

N65°W/86°NE

破砕部No.56（OS-4孔）

・厚さ0.1～0.3ｃｍの
粘土状破砕部及び
厚さ2.0～3.2ｃｍの
固結した破砕部

走向・傾斜が福浦断層と異なり，ルート
マップHの想定延長位置に対応する破砕
部が認められない。

BHTV画像（左：加筆あり，右：加筆なし）

89.5 89.6 89.7 89.8

N65°W/86°NE

破砕部No.56想定延長位置

2.2-1-250

第1064回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-131 一部修正



【福浦断層以外の破砕部の連続性確認（OS-4孔） （18/24）】

コア写真

90.7 90.8 90.9 91.0

深度（ｍ）

破砕部

90.4 90.5 90.6 90.7

深度（ｍ）

N75°E/79°NW

破砕部No.57（OS-4孔）

・厚さ0.3～0.8ｃｍの粘土状破砕部及び
厚さ5.4～5.9ｃｍの固結した破砕部

走向・傾斜が福浦断層と異なり，大坪川ダム
基礎掘削面の想定延長位置に対応する破
砕部が認められない。

BHTV画像（上：加筆あり，下：加筆なし）

N75°E/79°NW
破砕部No.57想定延長位置

大坪川ダム基礎掘削面スケッチ

90.8 90.9

91.1 91.2

2.2-1-251

90.690.590.4

91.0

90.4 90.5 90.6 90.7

深度（ｍ）

90.8 90.9 91.0

第1064回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-132 再掲



【福浦断層以外の破砕部の連続性確認（OS-4孔） （19/24）】

走向・傾斜が福浦断層と異なり，
隣接孔（FD-3孔）の想定延長
位置（0.0～19.5m）に対応する
破砕部が認められない。

断面図

BHTV画像（左：加筆あり，右：加筆なし）

ボーリングFD-3孔
傾斜角度45°，L=50m

N10°E/49°NW

コア写真

91.4 91.5 91.6

深度（ｍ）

破砕部
深度（ｍ）

91.3 91.4 91.5 91.6

深度（ｍ）

破砕部No.58（OS-4孔）

・厚さ0.1～0.6ｃｍの
粘土状破砕部及び
厚さ1.8～2.0ｃｍの
固結した破砕部

91.3 91.4 91.5 91.6

91.3

FD-3孔の想定延長位置
（深度7.2m付近）

N10°E/49°NW

破砕部No.58（投影）

2.2-1-252

19.5m

第1064回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-133 再掲



【福浦断層以外の破砕部の連続性確認（OS-4孔） （20/24）】

コア写真

91.7 91.9 92.0 92.1

深度（ｍ）

破砕部

深度（ｍ）

91.9 92.0 92.1 92.2

深度（ｍ）

N48°W/77°SW

破砕部No.59（OS-4孔）

・厚さ3.8～6.9ｃｍの角礫状破砕部及び
厚さ0.2～1.0ｃｍの粘土状破砕部及び
厚さ60～63ｃｍの固結した破砕部

走向・傾斜が福浦断層と異なり，ルート
マップHの想定延長位置に対応する破砕
部が認められない。

BHTV画像（左：加筆あり，右：加筆なし）

N48°W/77°SW
破砕部No.59想定延長位置

92.2 92.3 92.4 92.5 92.6

91.9 92.0 92.1 92.2

92.6 92.7 92.8 92.9

深度（ｍ）

93.0

2.2-1-253

第1064回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-134 一部修正



【福浦断層以外の破砕部の連続性確認（OS-4孔） （21/24）】

コア写真

94.3 94.4 94.5 94.6

深度（ｍ）

破砕部
深度（ｍ）

94.3 94.4 94.5 94.6

深度（ｍ）

N86°E/58°SE

破砕部No.60（OS-4孔）

・厚さ0.1～0.3ｃｍの
粘土状破砕部及び
厚さ1.4～2.0ｃｍの
固結した破砕部

走向・傾斜が福浦断層と異なり，大坪川ダム
基礎掘削面の想定延長位置に対応する破
砕部が認められない。

BHTV画像（左：加筆あり，右：加筆なし）

94.3 94.4 94.5 94.6

N86°E/58°SE
破砕部No.60想定延長位置

大坪川ダム基礎掘削面スケッチ

2.2-1-254

第1064回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-135 再掲



【福浦断層以外の破砕部の連続性確認（OS-4孔） （22/24）】

走向・傾斜が福浦断層と異なり，
隣接孔（FD-3孔）の想定延長
範囲（0.0～35.6m）に対応する
破砕部が認められない。

BHTV画像（左：加筆あり，右：加筆なし）

N24°W/69°NE

コア写真

97.8 97.9 98.0

深度（ｍ）

破砕部
深度（ｍ）

97.7 97.8 97.9 98.0

深度（ｍ）

破砕部No.61（OS-4孔）

・厚さ2.0～2.4ｃｍの
角礫状破砕部

97.7 97.8 97.9 98.0

97.7

断面図

ボーリングFD-3孔
傾斜角度45°，L=50m

FD-3孔の想定延長位置
（深度19.2m付近）

N24°W/69°NE

破砕部No.61（投影）

2.2-1-255

35.6m

第1064回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-136 再掲



【福浦断層以外の破砕部の連続性確認（OS-4孔） （23/24）】

コア写真

99.4 99.5 99.6 99.7

深度（ｍ）

破砕部

99.4 99.5 99.6 99.7

深度（ｍ）

N58°E/72°SE※

破砕部No.63（OS-4孔）

・厚さ5.0～5.4ｃｍの
砂状破砕部

走向・傾斜が福浦断層と異なり，大坪川ダム
基礎掘削面の想定延長位置に対応する破
砕部が認められない。

BHTV画像（上：加筆あり，下：加筆なし）

N58°E/72°SE
破砕部No.63想定延長位置

大坪川ダム基礎掘削面スケッチ

99.8

99.8

99.4 99.5 99.6 99.7

深度（ｍ）

99.8

※：破砕部の主せん断面の走向・傾斜は孔
壁が崩れて確認できなかったため，破砕部
下端の母岩境界の走向・傾斜を用いた。

2.2-1-256

第1064回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-137 再掲



【福浦断層以外の破砕部の連続性確認（OS-4孔） （24/24）】

コア写真

100.7 100.8 100.9 101.0

深度（ｍ）

破砕部

深度（ｍ）

100.7 100.8 100.9 101.0

深度（ｍ）

N74°E/50°SE

破砕部No.65（OS-4孔）

・厚さ1.2～1.4ｃｍの
粘土状破砕部及び
厚さ3.0～4.0ｃｍの
固結した破砕部

走向・傾斜が福浦断層と異なり，大坪川ダム
基礎掘削面の想定延長位置に対応する破
砕部が認められない。

BHTV画像（左：加筆あり，右：加筆なし）

N74°E/50°SE
破砕部No.65想定延長位置

大坪川ダム基礎掘削面スケッチ

100.7 100.8 100.9 101.0

2.2-1-257

第1064回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-138 再掲



【福浦断層以外の破砕部の連続性確認（FD-8孔） （1/2）】

コア写真

48.7 48.8 48.9 49.0

深度（ｍ）

破砕部

48.7 48.8 48.9 49.0

深度（ｍ）

N22°E/13°SE

破砕部No.67（FD-8孔）

・厚さ2.5ｃｍの粘土状破砕部及び
厚さ3.5cmの固結した破砕部

BHTV画像（上：加筆あり，下：加筆なし）

49.1

48.7 48.8 48.9 49.0

深度（ｍ）

49.1

←SW

断面図

走向・傾斜が福浦断層と異なり，
隣接孔（OS-4孔）の想定延長範
囲（0.0～68.9m）に対応する破砕
部が認められない。

ボーリングOS-4孔
傾斜角度45°，L=110m

NE→

ボーリングOS-3’孔
傾斜角度45°，L=62m

（投影）

N22°E/13°SE
破砕部No.67（投影）

OS-4孔の想定延長位置
（深度18.5m付近）

2.2-1-258

49.1

68.9m

第1064回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-139 再掲



【福浦断層以外の破砕部の連続性確認（FD-8孔） （2/2）】

BHTV画像（左：加筆あり，右：加筆なし）

深度（ｍ）

61.7 61.8 61.9 62.0

深度（ｍ）

N29°E/22°NW

破砕部No.68（FD-8孔）

コア写真

61.7 61.8 61.9 62.0

深度（ｍ）

破砕部

61.7 61.8 61.9 62.0

・厚さ1.5ｃｍの粘土状破砕部及び
厚さ10.5cmの固結した破砕部

走向・傾斜が福浦断層と異なり，ルート
マップFの想定延長位置に対応する破砕
部が認められない。

2.2-1-259

第1064回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-140 一部修正

N29°E/22°NW

破砕部No.68
想定延長位置

表土はぎ調査結果（ルートマップF）



【福浦断層以外の破砕部の連続性確認（FD-9孔） （1/1）】

コア写真

24.5 24.6 24.7 24.8

深度（ｍ）

破砕部

深度（ｍ）

24.7 24.8 24.9 25.0

深度（ｍ）

N42°E/17°SE

破砕部No.70（FD-9孔）

・厚さ1.0ｃｍの粘土状破砕部及び
厚さ12ｃｍの固結した破砕部

走向・傾斜が福浦断層と異なり，ルート
マップHの想定延長位置に対応する破砕
部が認められない。

BHTV画像（左：加筆あり，右：加筆なし）
N42°E/17°SE
破砕部No.70想定延長位置

24.9

24.7 24.8 24.9 25.0

2.2-1-260

25.0

第1064回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-141 一部修正



【福浦断層以外の破砕部の連続性確認（OS-11孔） （1/4）】

コア写真

13.4 13.5 13.6 13.7

深度（ｍ）

破砕部

BHTV画像（左：加筆あり，右：加筆なし）

13.4 13.5 13.6 13.7

深度（ｍ）

N30°W/21°SW

35.2 35.3 35.4 35.5

深度（ｍ）

N37°E/58°NW

破砕部No.71（OS-11孔） 破砕部No.72（OS-11孔）

コア写真

35.2 35.3 35.4 35.5

深度（ｍ）

破砕部

・厚さ1.0～1.2ｃｍの
粘土状破砕部及び
厚さ1.4～2.8ｃｍの
固結した破砕部

・厚さ0.1～0.6ｃｍの
粘土状破砕部及び
厚さ1.5～2.5ｃｍの
固結した破砕部

断面図

N30°W/21°SW

破砕部No.71（投影）

走向・傾斜が福浦断層と異なり，
隣接孔（OS-2孔）の想定延長
範囲（10.7～12.4m）に対応する
破砕部が認められない。

ボーリングOS-2孔
傾斜角度45°，L=100m

ボーリングOS-1孔
傾斜角度45°，L=100m

（投影）

←SW NE→

13.4 13.5 13.6 13.7

深度（ｍ）

OS-2孔の想定延長位置
（深度11.5m付近）

35.2 35.3 35.4 35.5

深度（ｍ）

走向・傾斜が福浦断層と異なり，
隣接孔（OS-3’孔）の想定延長範
囲（38.7～40.8m）に対応する破砕
部が認められない。

ボーリングOS-3’孔
傾斜角度45°，L=62m

ボーリングOS-3孔
傾斜角度45°，L=39m

（投影）

断面図

ボーリングOS-4孔
傾斜角度45°，L=110m

（投影）

ボーリングOS-2孔
傾斜角度45°，L=100m

（投影）

←SW NE→

2.2-1-261

OS-3’孔の想定延長位置
（深度39.8m付近）

N37°E/58°NW

破砕部No.72（投影）

BHTV画像（左：加筆あり，右：加筆なし）

10.7m 12.4m

40.8m 38.7m

第1064回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-142 再掲



ボーリングOS-2孔
傾斜角度45°，L=100m

←SW NE→

断面図

ボーリングOS-1孔
傾斜角度45°，L=100m

（投影）

福浦断層と性状が異なり
（固結した破砕部のみから
なる），隣接孔（OS-2孔）
の想定延長範囲（35.3～
35.9m）に対応する破砕部
が認められない。

ボーリングOS-2孔
傾斜角度45°，L=100m

←SW NE→

【福浦断層以外の破砕部の連続性確認（OS-11孔） （2/4）】

40.8 40.9 41.0 41.1

深度（ｍ）

N31°W/18°SW

破砕部No.74（OS-11孔）

コア写真

40.8 40.9 41.0 41.1

深度（ｍ）

破砕部

・厚さ0.4～1.2ｃｍの
粘土状破砕部

40.8 40.9 41.0 41.1

深度（ｍ）

2.2-1-262

BHTV画像（左：加筆あり，右：加筆なし）

37.6 37.7 37.8 37.9

深度（ｍ）

N5°W/72°SW

破砕部No.73（OS-11孔）

コア写真

37.6 37.7 37.8 37.9

深度（ｍ）

破砕部

・厚さ0.6～1.1ｃｍの
固結した破砕部

深度（ｍ）

BHTV画像（左：加筆あり，右：加筆なし）

37.6 37.7 37.8 37.9

断面図

ボーリングOS-1孔
傾斜角度45°，L=100m

（投影）

OS-2孔の想定延長位置
（深度35.6m付近）

N5°W/72°SW

破砕部No.73（投影）

走向・傾斜が福浦断層と異なり，
隣接孔（OS-2孔）の想定延長
位置（32.5～38.1m）に対応する
破砕部が認められない。

OS-2孔の想定延長位置
（深度35.0m付近）

N31°W/18°SW

破砕部No.74（投影）
35.3m 35.9m

32.5m
38.1m

第1064回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-143 再掲



ボーリングOS-2孔
傾斜角度45°，L=100m

←SW NE→

【福浦断層以外の破砕部の連続性確認（OS-11孔） （3/4）】

2.2-1-263

60.6 60.7 60.8 60.9

深度（ｍ）

N12°W/81°SW

破砕部No.76（OS-11孔）

コア写真

60.6 60.7 60.8 60.9

深度（ｍ）

破砕部

・厚さ0.2～1.4ｃｍの
角礫状破砕部

深度（ｍ）

BHTV画像（左：加筆あり，右：加筆なし）

60.6 60.7 60.8 60.9

断面図

ボーリングOS-1孔
傾斜角度45°，L=100m

（投影）

隣接孔（OS-2孔）の想
定延長範囲（46.1～
50.0m）に対応する破砕
部が認められない。

OS-2孔の想定延長位置
（深度48.3m付近）

N12°W/81°SW

破砕部No.76（投影）

46.1m
50.0m

第1064回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-144 再掲



コア写真

65.1 65.2 65.3 65.4

深度（ｍ）

破砕部

深度（ｍ）

65.4 65.5 65.6 65.7

深度（ｍ）

N82°E/83°SE

破砕部No.79（OS-11孔）

・厚さ0.2～0.5ｃｍの
砂状破砕部及び厚
さ17～31ｃｍの固
結した破砕部

走向・傾斜が福浦断層と異なり，ルート
マップIの想定延長位置に対応する破砕部
が認められない。

BHTV画像（左：加筆あり，右：加筆なし）

65.4 65.5 65.6 65.7

N82°E/83°SE

破砕部No.79想定延長位置

2.2-1-264

【福浦断層以外の破砕部の連続性確認（OS-11孔） （4/4）】

65.064.964.8 65.5 65.6 65.7

第1064回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-145 一部修正



【福浦断層以外の破砕部の連続性確認（FD-6孔） （1/1）】

コア写真 破砕部
深度（ｍ）

44.8 44.9 45.0 45.1

深度（ｍ）

破砕部No.80（FD-6孔）

・厚さ7.0～7.5ｃｍの砂状破砕部

走向・傾斜が福浦断層と異なり，
隣接孔（F-1’孔）の想定延長位
置（44.7～45.3m）に対応する破
砕部が認められない。

断面図

BHTV画像（左：加筆あり，右：加筆なし）

44.8 44.9 45.0 45.1

ボーリングF-1’孔
傾斜角度45°，L=71m

N11°W/19°SW

2.2-1-265

44.8 44.9 45.0 45.1

深度（ｍ）

F-1’孔の想定延長位置
（深度44.9m付近）

N11°W/19°SW

破砕部No.80（投影） 44.7m 45.3m

第1064回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-146 再掲



【福浦断層以外の破砕部の連続性確認（OS-9孔） （1/8）】

2.2-1-266

コア写真

18.9 19.0 19.1 19.2

深度（ｍ）

破砕部

18.7 18.8 18.9 19.0

深度（ｍ）

N17°W/82°SW

破砕部No.85（OS-9孔）

性状が福浦断層と異なり，隣接孔（OS-3’孔，
OS-4孔）の想定延長位置（51.9～60.0m，1.4
～6.0m）に対応する破砕部が認められない。

ボーリングOS-3孔
傾斜角度45°，L=39m

（投影）

断面図

BHTV画像（上：加筆あり，下：加筆なし）

ボーリングOS-4孔
傾斜角度45°，L=110m

（投影）

ボーリングOS-2孔
傾斜角度45°，L=100m

（投影）

←SW

19.3

19.1
NE→

ボーリングOS-3’孔
傾斜角度45°，L=62m

OS-3’孔の想定延長位置
（深度56.8m付近）

N17°W/82°SW
破砕部No.85（投影）

OS-4孔の想定延長位置
（深度4.0m付近）

51.9m

1.4m
6.0m

・厚さ0.8～1.4cmの固結した破砕部

18.818.7

19.2 19.3

18.7 18.8 18.9 19.0

深度（ｍ）

19.1 19.2 19.3

第1064回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-147 再掲



【福浦断層以外の破砕部の連続性確認（OS-9孔） （2/8）】

2.2-1-267

コア写真

20.6 20.7 20.8 20.9

深度（ｍ）

破砕部

20.6 20.7 20.8 20.9

深度（ｍ）

N29°W/79°SW

破砕部No.86（OS-9孔）

・厚さ1.8～2.0ｃｍの粘土状破砕
部及び厚さ3.7～13cmの固結
した破砕部

隣接孔（OS-3’孔，OS-4孔）の想定延
長位置（54.4～60.0m，6.5～10.1m）に対
応する破砕部が認められない。

ボーリングOS-3孔
傾斜角度45°，L=39m

（投影）

断面図BHTV画像（上：加筆あり，下：加筆なし）

ボーリングOS-4孔
傾斜角度45°，L=110m

（投影）

ボーリングOS-2孔
傾斜角度45°，L=100m

（投影）

ボーリングOS-3’孔
傾斜角度45°，L=62m

OS-3’孔の想定延長位置
（深度59.4m付近）

←SW

21.0

21.0

20.6 20.7 20.8 20.9

深度（ｍ）

21.0

N29°W/79°SW
破砕部No.86（投影）

OS-4孔の想定延長位置
（深度8.5m付近）

NE→

21.1 21.2

54.4m

6.5m
10.1m

第1064回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-148 再掲



ボーリングOS-3孔
傾斜角度45°，L=39m

（投影）

断面図

ボーリングOS-4孔
傾斜角度45°，L=110m

ボーリングOS-3’孔
傾斜角度45°，L=62m

（投影）

←SW

N46°W/80°SW
破砕部No.88（投影）

OS-4孔の想定延長位置
（深度34.8m付近）

NE→

【福浦断層以外の破砕部の連続性確認（OS-9孔） （3/8）】

2.2-1-268

深度（ｍ）

54.2 54.3 54.4 54.5

深度（ｍ）

N46°W/80°SW

破砕部No.88（OS-9孔）

コア写真

54.3 54.4 54.5

深度（ｍ）

破砕部

54.2 54.3 54.4 54.5

・厚さ0.1～0.7ｃｍの
粘土状破砕部及び
厚さ0.2～0.8cmの
固結した破砕部

BHTV画像（左：加筆あり，右：加筆なし）

走向・傾斜が福浦断層と異なり，隣接孔
（OS-4孔）の想定延長範囲（31.5～
37.4m）に対応する破砕部が認められな
い。

54.2

31.5m
37.4m

第1064回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-149 再掲



コア写真

55.4 55.5 55.6

深度（ｍ）

破砕部

BHTV画像（左：加筆あり，右：加筆なし）

深度（ｍ）

55.3 55.4 55.5 55.6

深度（ｍ）

N30°E/74°SE

破砕部No.89（OS-9孔）

・厚さ0.1～0.2ｃｍの
暗灰色の粘土状破
砕部及び厚さ0.1～
0.5cmの暗灰色の
粘土状破砕部及び
厚さ5.4～5.9ｃｍの
固結した破砕部

55.3 55.4 55.5 55.6

断面図

走向・傾斜が福浦断層と異な
り，隣接孔（OS-1孔）の想定
延長範囲（56.3～100.0m）に対
応する破砕部が認められない。

ボーリングOS-2孔
傾斜角度45°，L=100m

（投影）

ボーリングOS-1孔
傾斜角度45°，L=100m

←SW NE→

55.3

N30°E/74°SE

破砕部No.89（投影）

OS-1孔の想定延長位置
（深度68.1m付近）

【破砕部の連続性確認（OS-9孔） （4/8）】

2.2-1-269

56.3m

第1064回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-150 再掲



【福浦断層以外の破砕部の連続性確認（OS-9孔） （5/8）】

コア写真

61.0 61.1 61.2 61.3

深度（ｍ）

破砕部

61.0 61.1 61.2 61.3

深度（ｍ）

N19°W/88°SW

破砕部No.90（OS-9孔）

・厚さ0.3～1.1ｃｍの
粘土状破砕部

断面図

BHTV画像（上：加筆あり，下：加筆なし）

ボーリングOS-4孔
傾斜角度45°，L=110m

ボーリングOS-3’孔
傾斜角度45°，L=62m

走向・傾斜が福浦断層と異なり，隣接孔（OS-4孔）
の想定延長範囲（1.4～18.6m）に対応する破砕部が
認められない。

NE→

2.2-1-270

61.4 61.5 61.6 61.7 61.8

61.4 61.5 61.6 61.7 61.8 61.9

61.9

61.0 61.1 61.2 61.3

深度（ｍ）

61.4 61.5 61.6 61.7 61.8 61.9

N19°W/88°SW
破砕部⑦（投影）

OS-4孔の想定延長位置
（深度11.4m付近）

←SW

1.4m

18.6m

第1064回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-151 再掲



走向・傾斜が福浦断層と異なり，大坪川ダム
基礎掘削面の想定延長位置に対応する破
砕部が認められない。

N71°E/57°SE

破砕部⑨想定延長位置

大坪川ダム基礎掘削面スケッチ

70.8

コア写真

70.5 70.6 70.7

深度（ｍ）

破砕部

破砕部No.92（OS-9孔）

・厚さ5.4cmの角礫状破砕部

2.2-1-271

70.5 70.6 70.7 70.8

深度（ｍ）

N71°E/57°SE

BHTV画像（左：加筆あり，右：加筆なし）

70.5 70.6 70.7 70.8

深度（ｍ）

【福浦断層以外の破砕部の連続性確認（OS-9孔） （6/8）】

第1064回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-152 再掲



走向・傾斜が福浦断層と異なり，大坪川ダム
基礎掘削面の想定延長位置に対応する破
砕部が認められない。

N53°E/47°SE

破砕部⑩
想定延長位置

大坪川ダム基礎掘削面スケッチ

71.3

コア写真

71.0 71.1 71.2

深度（ｍ）

破砕部

破砕部No.93（OS-9孔）

・厚さ0.1～0.5cmの粘土状破砕部及
び厚さ0.6～2.0cmの固結した破砕部

2.2-1-272

71.0 71.1 71.2 71.3

深度（ｍ）

N53°E/47°SE

BHTV画像（左：加筆あり，右：加筆なし）

71.0 71.1 71.2 71.3

深度（ｍ）

【福浦断層以外の破砕部の連続性確認（OS-9孔） （7/8）】

第1064回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-153 再掲



走向・傾斜が福浦断層と異なり，大坪川ダム
基礎掘削面の想定延長位置に対応する破
砕部が認められない。

N62°E/71°SE

破砕部⑪
想定延長位置

大坪川ダム基礎掘削面スケッチ

79.8

コア写真

79.5 79.6 79.7

深度（ｍ）

破砕部

破砕部No.94（OS-9孔）

・厚さ0.2～0.7cmの粘土状破砕部及
び厚さ2.3～3.3cmの固結した破砕部

2.2-1-273

79.5 79.6 79.7 79.8

深度（ｍ）

N62°E/71°SE

BHTV画像（左：加筆あり，右：加筆なし）

79.5 79.6 79.7 79.8

深度（ｍ）

【破砕部の連続性確認（OS-9孔） （8/8）】

第1064回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-154 再掲



2.2-1-274

（7）福浦港東部 表土はぎ調査



表土はぎ調査結果（ルートマップA） 写真位置図

N6°W/66°SW
密着

中粒凝灰岩の挟み

N22°W/64°NE
密着

2系統の節理群，密着

N2°E/66°NW
密着，固結シルト挟在

N24°W/70°SW
密着

細粒凝灰岩の挟み

N7°W/70°SW
密着

N7°E/68°NW
開口1mm

NS/70°W
不連続で網目状

N12°E/90°
密着

N45°W/78°SW
密着，固結シルト（厚さ5mm）挟在，
正断層，変位20cm

N60°W/84°NE
密着，正断層，変位10cm

軽石凝灰岩と細粒凝灰岩を挟む
層理が明瞭
N43°E/16°SE

細粒凝灰岩と火山
礫凝灰岩をレンズ
状に挟む

細粒凝灰岩と凝灰角礫
岩を層状に挟在
層理が明瞭
N80°E/16°SE

層理が明瞭
N34°E/8°SE

20m

60

70

80

80

70

リニアメント・変動地形
の北方延長

断層a（詳細は右上図参照）

：別所岳安山岩類 凝灰角礫岩

：別所岳安山岩類 火山礫凝灰岩
：別所岳安山岩類 凝灰岩（粗粒～細粒）

凡例

：節理（不明瞭なものは点線表示）
：断層

：岩相境界

写真①写真②

写真③

写真④
写真⑤写真⑥

写真⑦
写真⑧

写真⑩
写真⑪

写真⑫

写真⑬
写真⑭

写真⑮写真⑯
写真⑰写真⑱

写真⑨

福浦港東部 表土はぎ調査 ルートマップA 写真位置図

2.2-1-275

上流

下流

← N S →

断層a

（断層a 観察結果）
・走向・傾斜はNS/60°Wである。
・中央付近で膨縮する青灰色～灰色半固結粘土（最大厚さ2cm）を挟在する。粘土は両端部ではフィルム状となり尖滅する。
・粘土周辺の幅5cm程度の範囲で細片化した部分がレンズ状に認められる。
・鏡肌が認められるが条線は不明瞭である。
・薄片観察から推定される変位センスは逆断層センスである。

← N S →

断層a

1m0

断層a

断層a 写真（近景）

断層a スケッチ

上流（下盤）

下流（上盤）

火山礫凝灰岩

火山礫凝灰岩

下盤

上盤

断層a 写真（遠景）

断層ａ について

第1064回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-19 一部修正

100m

表土はぎ調査 位置図

下記ルートマップ範囲

：表土はぎ調査による確認箇所

：高位段丘Ⅰb面

：高位段丘Ⅱ面

：高位段丘Ⅲ面

凡例

：地表踏査による確認箇所

：断層箇所（長線は走向，矢印は傾斜方向を示す）

断層a(NS/60°W)

福浦断層



写真①

写真③

写真②

←E W→

←SE

NW→

福浦港東部 表土はぎ調査 ルートマップA 写真①～③

2.2-1-276※写真中の棒状のものが１mスケール（以下同じ）

第1064回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-20 再掲



写真④

写真⑤

←SE NW→

福浦港東部 表土はぎ調査 ルートマップA 写真④～⑤

2.2-1-277

第1064回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-21 再掲



写真⑥

写真⑦

写真⑧

←E W→

福浦港東部 表土はぎ調査 ルートマップA 写真⑥～⑧

2.2-1-278

第1064回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-22 再掲



写真⑨

写真⑩

写真⑪

←E W→

福浦港東部 表土はぎ調査 ルートマップA 写真⑨～⑪

2.2-1-279

第1064回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-23 再掲



写真⑫

写真⑬

←E W→

福浦港東部 表土はぎ調査 ルートマップA 写真⑫～⑬

2.2-1-280

断層a

第1064回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-24 再掲



写真⑭

写真⑮

写真⑯

←E W→

約20cm

正断層箇所

福浦港東部 表土はぎ調査 ルートマップA 写真⑭～⑯

2.2-1-281

第1064回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-25 再掲



写真⑰

写真⑱

←E W→

←NE SW→

約10cm

正断層箇所

福浦港東部 表土はぎ調査 ルートマップA 写真⑰～⑱

2.2-1-282

第1026回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-26 再掲



表土はぎ調査結果（ルートマップB） 写真位置図

N12°E/70°NW
密着

断層b（詳細は下図参照）

NS/80°W
密着

N10°W/80°SW
密着

N5°W/60°SW
密着

細粒安山岩岩脈
冷却節理発達

N28°W/70°SW
密着

N10°W/64°SW
密着

NS/90°
密着

N2°E/74°NW
密着

N74°W/80°SW
密着

N27°E/90°
密着

中粒凝灰岩の挟み
層理面が明瞭
N40°E/4°SE

NS/65°W
密着

N16°W/87°NE
密着

N42°W/73°NE
固結シルト挟在

中粒凝灰岩
層理が明瞭
N82°E/48°NW

多亀裂部
樹根侵入し，開口

細粒凝灰岩
レンズ状に挟在

NS/90°の節理が
平行に分布

下位は細～中粒凝灰岩
層理面が認められる
N43°E/16°SE

80

70

60
50

50

60

4030

：別所岳安山岩類 凝灰角礫岩

：別所岳安山岩類 火山礫凝灰岩
：別所岳安山岩類 凝灰岩（粗粒～細粒）

凡例

：節理（不明瞭なものは点線表示）
：断層

：岩相境界

20m

写真①
写真②

写真③

写真④

写真⑤

写真⑥

写真⑦

写真⑧

写真⑨

写真⑩

写真⑪
写真⑫

写真⑬

写真⑭写真⑮

写真⑯

写真⑰

写真⑱

写真⑲
写真⑳写真㉑

写真㉒
写真㉓

写真㉔

福浦港東部 表土はぎ調査 ルートマップB 写真位置図

2.2-1-283

凝灰角礫岩

火山礫凝灰岩

細粒凝灰岩

細粒凝灰岩
（軽石混じり）

細粒凝灰岩
（軽石混じり）

約20 cm

← E W→

断層b 写真（南側壁面）

断層ｂ

凝灰角礫岩

凝灰角礫岩凝灰角礫岩

約20 cm

細粒凝灰岩

細粒凝灰岩
（軽石混じり）

細粒凝灰岩

細粒凝灰岩

断層ｂ について

細粒凝灰岩

細粒凝灰岩

1m0

（断層b 観察結果）
・走向・傾斜は

N20°E/76°NW
である。

・固結シルト（厚さ
2cm）を挟在する。

・断層は約20cmの
変位が想定でき，
変位センスは岩
相の分布状況か
ら西落ちの正断
層センスである。

・福浦断層に対応する断層は認められない。

第1064回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-27 再掲

表土はぎ調査 位置図

：表土はぎ調査による確認箇所

：高位段丘Ⅰb面

：高位段丘Ⅱ面

：高位段丘Ⅲ面

凡例

：地表踏査による確認箇所

100m

下記ルートマップ範囲

断層a(NS/60°W)

福浦断層

：断層箇所（長線は走向，矢印は傾斜方向を示す）

細粒凝灰岩
（軽石混じり）

細粒凝灰岩
（軽石混じり）



写真①

写真②

写真③

←E W→

← NE

SW→

福浦港東部 表土はぎ調査 ルートマップB 写真①～③

2.2-1-284

断層b

第1064回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-28 再掲



← NE SW→

写真④

写真⑤

写真⑥

福浦港東部 表土はぎ調査 ルートマップB 写真④～⑥

2.2-1-285

第1064回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-29 再掲



写真⑦

写真⑧

← NE SW→

福浦港東部 表土はぎ調査 ルートマップB 写真⑦～⑧

2.2-1-286

第1064回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-30 再掲



写真⑨

写真⑩

← NE SW→

←E W→

福浦港東部 表土はぎ調査 ルートマップB 写真⑨～⑩

2.2-1-287

第1064回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-31 再掲



写真⑪

写真⑫

←E W→

福浦港東部 表土はぎ調査 ルートマップB 写真⑪～⑫

2.2-1-288

第1064回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-32 再掲



写真⑭

←E W→

写真⑬

写真⑮

福浦港東部 表土はぎ調査 ルートマップB 写真⑬～⑮

2.2-1-289

第1064回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-33 再掲


